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手づくりの大きなこいのぼり
　　5月5日は「こどもの日」．この「こどもの日」につきも
　のといえばこいのぼりです．こいのぼりは、江戸時代中期に、

　男子の出世と息災を祈り、端午の節句に揚げるようになった
　と言われています．

　　4月22日、仙田保育園ではこの節句を前に、園児が総出
　で、およそ3．5mの手づくりの大きなこいのぼりを作りまし
　た．子供たちの楽しげな声も、この日はいつになく大きく聞
　こえました。

口休日救急医

5月16日中条病院（中条）費57－3018

　23日庭野医院（寿町）智52－2711

　30日大坪医院（四日町）智57－6100

6月6日至誠堂医院（西浦町）智52－3276

　13日第二藤巻医院（上　野）奮68－2018
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四
月
二
十
八
日
、
第
議
圃
驚
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
期
は
一
日

間
で
、
奪
決
処
分
し
た
事
件
（
税
条
例
・

職
黄
の
給
与
に
闘
す
る
条
例
の
一
部
改

正
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育

委
員
に
金
子
幸
作
さ
ん
（
岩
瀬
・
脇
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
条
例
の
一
部
改
正
蒼
中
鱗
鵜
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
個
人
住
民
税

①
非
課
税
隈
度
額
の
引
き
塞
げ
熟
平

成
五
年
度
か
ら
適
駕
）

・
所
得
割
加
算
額
｛
十
九
獲
鶏
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
一
華
難
濃
羅

・
均
等
割
加
算
額
購
六
簾
團
叢
霞
毒

　
　
　
　
　
　
　
峯
万
霞
華
轡

②
寄
附
金
控
除
の
範
囲
拡
犬

　
平
成
六
年
度
か
ら
．
従
来
の
共
同

募
金
会
…
．
日
灘
赤
驚
寧
社
礒
欝
葛
寄

附
金
以
外
驚
．
都
灘
府
辮
．
欝
驚
灘

な
灘
に
寄
購
態
た
場
糞
も
撒
奪
鐵
鐵

饗
華
万
鶏
を
趨
難
葛
金
額
灘
驚
織
控

除
愚
蹴
る
鑑
灘
騰
鞍
馨
護
欝
擬
．

　
固
定
講
窪
税

　
圭
難
・
家
遷
磁
噸
糖
懸
鱗
簸
隼
獲
㎜

・
隣
評
癒
額
の
箆
灘
鯵
購
譲
癒
轡
・
蕎
撃

成
歳
年
度
箋
施
）
馨
鞍
驚
覇
諜
灘
。
灘
燕

雄
彌
け
幾
礫
鐙
響
．
宅
魏
鰺
評
繍
額
覆

簸
畢
均
懸
㎝
・
七
備
ほ
馨
巖
葬
撒
蓬
還

込
み
警
ず
。
滋
瀞
繋
犠
例
縷
諜
巻
減
類

措
置
も
鉱
糞
懸
灘
巻
議
灘
懸
蕩
縷
懇

ん
か
ら
謬
負
縫
馨
懸
《
税
量
ぽ
．
簸
鑛

度＆

岡
額
漁
．
墨
溝
纈
饗
難
簸
驚
鐵
灘
薩

な
愚
畢
建
警
醗
．
議
羅
．
鷲
霧
の
家
屋
縷

類購

て
は
蕃
讐
税
金
藻
薫
灘
馨
遷
塗
獲
な

灘
縷
餐
。
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四
月
十
二
日
、
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け

て
、
総
事
業
費
二
億
四
、
六
四
五
万

一
千
円
を
投
入
、
去
年
八
月
十
八
日調印をする南雲町長（左）と中村会長

に
着
手
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日

完
成
し
た
も
の
。
建
物
は
鉄
骨
造
平

屋
建
て
、
延
べ
四
六
八
・
二
五
平
方

㌶
で
、
一
日
十
五
人
の
方
に
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は
、
老
人
の
自
立

を
助
け
、
孤
独
感
を
解
消
す
る
と
と

も
に
、
介
護
に
当
た
る
家
族
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
日
中
、
在
宅
の
虚
弱
老
人
や

寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
送
迎
バ
ス
な

ど
に
よ
り
、
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
通
わ
せ
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

（
入
浴
、
給
食
な
ど
）
を
提
供
す
る

事
業
で
す
．

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
町
が

社
会
福
祉
協
議
会
（
中
村
健
一
会
長
）

に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

9

て
お
り
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
先
が

け
て
、
そ
の
調
印
式
を
四
月
一
日
に

実
施
。
式
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
の
み
な
さ
ん
や
、
職
員
ら
二
十

五
人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
調
印
を
終
え
た
中
村
会
長
は
、
「
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
心
の

こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
、

町
民
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
決
意

を
延
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
南
雲
町

長
が
「
他
町
村
に
負
け
な
い
施
設
は

で
き
た
。
入
所
す
る
方
に
愛
情
を
持

っ
て
接
し
て
い
た
だ
き
、
建
物
に
魂

が
入
い
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

業　　　　種 金　　額

土地購入費 34，035千円

設計・監理費 8，961

本体工事費 124，572

電気設備工事費 24，220

給排水設備工事費 28，584

備品など設備費 26，079

計 246，451

事
　
業
費

全
　
景
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灘
、
睡

ー
の

記
念
講
演

5月3日

『
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
（
楽
譜
）
と
私
』

音
楽
家
近
藤
寿
行
さ
ん

■
嵐
　
　
　
＾

　
こ
と
し
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
は
、
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
か

ら
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
八
十
人
、
女
子
五
十
九
人

輪

の
計
百
三
十
九
人
で
す
。
そ
の
う

ち
百
十
五
人
が
成
人
式
に
出
席
し

ま
し
た
。
町
に
お
い
て
も
、
春
に

成
人
式
を
す
る
こ
と
が
定
着
し
て

騰韓甑

き
た
よ
う
で
す
。

当
日
、
式
に
出
席
さ
れ
、
撮
影

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
人
の
方

々
を
紹
介
し
ま
す
。
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人
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成
人
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
る
　
小
林
勝
利
さ
ん

北村教育長（右）から代表で記念品
を受ける　滋野真由美さん 露
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友
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司
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介
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑩

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

　
現
代
史
の
貴
重
な
生
き
証
人
と
し

て
、
仙
田
村
の
学
校
間
題
に
つ
い
て

お
お
ぜ
い
の
方
か
ら
お
手
紙
、
ご
感

想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
て
お
礼
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
三
校
に
転
入
学
し
て

　
　
小
田
原
市
　
　
高
橋
鉄
栄

　
大
正
九
年
四
月
、
田
戸
尋
常
小
学

校
に
入
学
し
て
四
年
間
通
い
、
五
、

六
年
を
室
島
の
仙
田
校
に
転
校
し
て

学
ん
だ
。
高
橋
寛
治
（
屋
号
キ
リ
ド

シ
）
宅
に
寄
宿
し
て
通
学
し
た
が
、

青
木
生
善
、
樋
口
弘
二
、
高
橋
吉
治
、

押
木
元
一
郎
、
青
木
直
吉
、
若
月
リ

カ
と
一
緒
だ
っ
た
。
仙
田
校
を
卒
業

後
は
中
仙
田
校
に
通
わ
ず
、
上
野
校

の
高
等
科
へ
昭
和
元
年
四
月
に
入
学

し
、
冬
は
ハ
リ
ヤ
に
一
人
で
寄
宿
し

て
二
年
八
月
ま
で
在
学
し
た
。
九
月

か
ら
は
中
仙
田
校
に
転
入
学
し
、
翌

三
年
三
月
に
高
等
科
を
卒
業
し
た
。

上
野
校
の
高
等
科
卒
業

　
　
　
大
田
区
　
樋
口
弘
二

　
大
正
十
一
年
七
月
ま
で
田
戸
校
に

在
学
、
同
年
九
月
か
ら
十
四
年
二
月

末
ま
で
室
島
の
仙
田
校
で
学
び
、
同

年
三
月
一
日
に
中
仙
田
校
に
転
入
学

し
て
二
十
五
日
に
尋
常
科
を
卒
業
し

た
。
仙
田
校
に
在
学
し
た
と
き
は
、

十
二
月
末
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
キ
リ

ド
シ
宅
に
下
宿
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
田
戸
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
政
策

を
と
っ
た
の
か
、
中
仙
田
校
に
一
カ

月
間
在
学
し
て
尋
常
科
を
卒
業
し
た

ら
、
こ
ん
ど
は
同
校
に
通
学
せ
ず
、

大
正
十
五
年
四
月
に
上
野
校
の
高
等

科
に
入
学
し
て
昭
和
二
年
三
月
に
卒

業
し
た
。
冬
は
学
校
の
近
く
の
初
野

屋
に
下
宿
し
、
競
争
で
勉
強
し
た
。

　
ワ
ン
ガ
回
し
て
上
野
へ

　
　
　
　
稲
神
某
　
　
入
田
　
貞

　
田
戸
校
の
同
級
生
は
室
島
の
仙
田

校
と
上
野
校
へ
、
越
ケ
沢
の
子
は
中

仙
田
校
へ
と
三
校
に
分
か
れ
て
転
校

し
た
。
私
は
上
野
校
に
入
学
し
た
が
、

ま
だ
雪
の
あ
る
と
き
で
ス
ッ
ポ
ン
は

い
て
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
若
ノ
窪
を

越
え
た
一
年
生
だ
っ
た
。
田
戸
校
は

窓
が
障
子
張
り
で
、
教
室
下
の
屋
内

運
動
場
は
通
し
柱
が
二
本
し
か
な
い

小
さ
な
学
校
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
野

校
の
大
き
い
の
に
驚
き
、
広
い
屋
内

運
動
場
の
あ
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

　
夏
は
徒
歩
で
、
晴
れ
た
日
は
上
級

大正期の上野校

生
と
毎
日
ワ
ン
ガ
（
輪
）
を
回
し
て

通
っ
た
の
で
学
校
に
早
く
着
い
た
。

冬
は
、
母
の
姉
が
嫁
い
で
い
た
下
平

新
田
の
西
山
家
に
下
宿
し
て
通
学
し

た
。
い
ま
も
、
み
ん
な
が
親
切
に
し

て
く
れ
た
上
野
村
が
故
郷
の
よ
う
に

な
つ
か
し
い
。
私
が
、
歌
を
詠
む
の

が
好
き
に
な
っ
た
の
も
上
野
校
で
学

ん
だ
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
※
昭
和
四
十
二
年
新
年
歌
会
始
の

御
題
「
魚
」
に
、
入
田
さ
ん
の
詠
ん

だ
次
の
歌
が
入
選
し
て
い
る
。

　
鯛
漁
の
今
盛
り
と
い
ふ
粟
島
が

　
　
霧
に
け
ぶ
り
て
長
雨
の
降
る

田
戸
の
子
に
負
け
る
な

　
　
　
　
上
野
　
　
上
村
辰
栄

　
富
井
源
蔵
、
土
田
タ
イ
、
星
名
与

一
郎
、
関
口
文
江
、
今
井
誉
夫
君
ら

と
上
野
校
で
同
級
生
だ
っ
た
。
田
戸

か
ら
青
木
貞
（
宮
中
歌
会
始
に
入
選
）

や
押
木
ト
ミ
（
後
年
の
新
潟
大
学
教

授
）
ら
大
勢
の
友
だ
ち
が
転
校
し
て

来
た
が
、
雨
風
の
日
も
休
ま
ず
、
仙

田
村
か
ら
毎
日
歩
い
て
通
っ
て
く
る

田
戸
の
子
ど
も
は
、
み
ん
な
頭
が
良

く
て
豪
儀
だ
な
あ
と
思
っ
た
。

　
冬
に
な
る
と
初
野
屋
に
下
宿
し
て

通
学
し
た
が
、
ラ
ン
プ
の
下
で
夜
遅

く
ま
で
予
習
、
復
習
を
怠
ら
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
「
田
戸
の
子
ど
も
は
み
ん

な
が
寝
な
い
で
勉
強
し
て
い
る
テ
ヤ
、

だ
す
け
に
成
績
が
良
い
が
ん
な
当
た

り
前
だ
、
ン
ナ
も
田
戸
の
子
ど
も
に

負
け
な
い
よ
う
に
勉
強
し
ろ
」
と
い

つ
も
親
に
言
わ
れ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
押
木
仲
治
先
生
が
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
な

野
校
に
勤
め
て
い
た
。
田
戸
の
旦
那

様
の
ア
ン
サ
マ
と
か
で
、
毎
日
ハ
イ

カ
ラ
の
光
る
自
転
車
に
乗
っ
て
さ
っ

そ
う
と
学
校
へ
来
る
ん
だ
っ
け
。

仙
田
村
は
大
騒
ぎ

　
　
　
　
上
野
　
富
井
源
蔵

　
田
戸
の
子
ど
も
が
上
野
校
へ
集
団

で
転
校
し
て
来
た
の
は
、
私
が
小
学

校
の
五
年
か
六
年
の
と
き
だ
っ
た
。

　
当
時
、
私
の
家
は
呉
服
屋
で
父
は

仙
田
谷
の
方
へ
行
商
に
出
か
け
て
お

り
、
夕
方
帰
宅
す
る
と
、
仙
田
村
の

学
校
騒
動
が
豪
儀
な
こ
と
を
い
つ
も

聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　
田
戸
の
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
で
転

校
し
て
来
た
こ
と
を
話
す
と
、
父
は

「
田
戸
の
学
校
を
絶
や
し
て
、
子
ど

も
を
み
ん
な
中
仙
田
校
に
通
わ
せ
よ

う
と
い
う
の
で
仙
田
村
が
い
ま
大
騒

ぎ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
田
戸
の

衆
が
腹
を
立
て
て
、
中
仙
田
の
学
校

へ
な
ん
か
絶
対
に
や
ら
な
い
。
オ
ラ

は
上
野
村
の
世
話
に
な
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
役
場
へ
願
い
に
来
た

そ
う
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
良
い
友
だ
ち
が
で
き
た

　
　
新
町
新
田
　
若
山
三
郎

　
上
野
小
学
校
五
年
生
の
と
き
、
田

戸
の
子
ど
も
が
大
勢
で
転
校
し
て
来

た
。
そ
の
中
の
押
木
ト
ミ
は
、
小
柄

な
身
体
な
の
に
運
動
が
強
く
、
す
べ

て
の
競
技
に
万
能
の
選
手
だ
っ
た
。

同
級
生
の
青
木
二
二
と
高
橋
鉄
栄
は

頭
が
良
く
て
成
績
優
秀
だ
っ
た
。

　
田
戸
の
子
ど
も
が
星
名
新
田
の
切

り
ど
お
し
ま
で
来
る
と
、
山
の
旦
那

様
の
星
名
保
利
や
一
門
の
子
等
五
、

六
人
が
待
っ
て
い
て
合
流
し
、
一
緒

に
登
校
し
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。

　
私
の
家
は
橘
校
に
近
い
の
に
、
毎

日
ニ
キ
ロ
ほ
ど
の
道
を
上
野
校
に
一

人
で
通
学
し
て
い
た
。
田
戸
の
子
ど

も
は
も
っ
と
大
変
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
あ
る
日
、
田
戸
か
ら
高
橋
兵
治

と
い
う
子
が
月
見
屋
へ
来
て
一
緒
に

通
う
こ
と
に
な
り
、
良
い
友
だ
ち
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　
※
本
校
の
取
材
に
当
た
り
、
仙
田

振
興
会
の
樋
口
虎
一
事
務
局
長
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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西
新
潟
行
政
監
察
事
務
所
長
か
ら

委
嘱
状
を
受
け
る
押
木
さ
ん
（
右
）

行
政
相
談
委
員
に

押
木
さ
ん
（
田
戸
）
を
委
嘱

　
私
た
ち
が
行
政
に
対
す
る
苦
情
を

申
し
出
る
と
き
、
”
身
近
な
窓
口
・

に
な
っ
て
く
れ
の
が
「
行
政
相
談
委

員
」
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
三
年
四
月
か
ら

二
年
間
行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
い
た
須
藤
秀
雄
さ
ん
（
高

原
田
）
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

辞
任
さ
れ
た
た
め
、
こ
と
し
四
月
一

「
嚢
嚢
…
吊
”
掘
韓

㎜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
で

㎜
ー
星
名
諒
ら
十
人
に
感
謝
状

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

三
十
七
年
六
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
三
十
九
年
開
催
）
を
記
念
に
結

成
さ
れ
、
三
十
年
を
経
た
現
在
、
全

国
で
お
よ
そ
百
万
人
の
団
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
設
立
三
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
永
年
に
わ

た
り
活
動
し
他
の
団
の
模
範
と
な
る

団
と
、
永
年
指
導
に
携
わ
っ
て
く
れ

た
指
導
者
に
対
し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方

々
と
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

星
名
四
郎

宮
啓
一

北
村
準
一

渡
辺
一
治
郎

相
崎
伊
作

村
越
繁
正

高
橋
正
司

羽
鳥
彰

沢
口
則
雄

臼
井
晃
　　　　　　ヂロず　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

　　　　　　　　　　順
＿一＿＿＿＿＿＿＿＿不寺下伊木野田高東山上同
　平　　　中原善野　 ・

尾新友島口町田寺田野敬
・甲・・・・・…　　称
40414243434854576466田各
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

川
西
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
〃
　
剣
道

　
〃
　
卓
球

千
手
野
球

〃〃〃

日
か
ら
新
た
に
押
木
良
作
さ
ん
（
6
7

歳
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
押
木
さ
ん
は
、
長
い
間
町
職
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
行
政
に
つ
い
て
幅

広
い
見
識
を
持
っ
た
方
で
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
な
ど
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
（
前
列
右
か
ら
北
村
さ
ん

宮
さ
ん
、
星
名
さ
ん
、
渡
辺
さ
ん
、
相
崎
さ
ん

後
列
右
か
ら
沢
口
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
羽
鳥

さ
ん
、
村
越
さ
ん
）

浄
水
処
理
施
設
建
設
起
工
式

　
四
月
十
五
日
、
J
R
信
濃
川
水
力

発
電
工
事
に
伴
う
水
枯
渇
対
策
の
補

償
工
事
と
し
て
工
事
を
進
め
て
い
た
、

町
上
水
道
第
三
期
拡
張
工
事
に
係
る

齪ク
ワ
入
れ
を
す
る
南
雲
町
長

浄
水
処
理
施
設
の
起
工
式
が
、
千
手

浄
水
場
南
側
の
現
地
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
に
は
、
工
事
関
係
者
お
よ
そ
三

十
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
南
雲
町
長
、

渡
辺
J
R
上
信
越
工
事
事
務
所
工
事

課
課
長
代
理
ら
が
ク
ワ
入
れ
を
し
て
、

工
事
の
安
全
と
完
工
を
祈
願
し
ま
し

た
。　

浄
水
処
理
施
設
は
、
総
事
業
費
お

よ
そ
五
億
円
を
投
入
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
一
部
二
階
建
て
、
延
べ
四

七
〇
・
六
五
平
方
層
で
、
こ
と
し
十

二
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
に

入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
旗
を
更
新

　
町
消
防
団
（
清
水
善
三
団
長
・
団

員
三
七
八
人
）
の
団
旗
（
昭
和
三
十

一
年
作
成
）
が
老
朽
化
し
、
こ
の
た

び
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
団
旗
は
、
縦
八
○
㎝
×
横

一
一
〇
㎝
と
従
来
の
も
の
よ
り
一
回

り
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
布
地
は
本

　
　
　
あ
わ
せ

絹
綾
綿
地
袷
え
ん
じ
色
友
禅
本
染
で
、

消
防
団
の
マ
ー
ク
と
、
川
西
町
消
防

団
の
文
字
が
金
糸
刺
し
ゅ
う
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し

い
ま
す
。
ま
た
、
旗
竿
は
樫
材
梨
地

塗
り
棒
二
本
継
ぎ
本
金
メ
ッ
キ
彫
刻

入
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。　つれで春日は

　てるお季に’新
　いこ披消予五し
　まと露防定月い
　すに目演の三団
　oなさ習’十旗
③5・5・10



ム
圃
圖
團

圃
函
画
▽

子
ど
も
向
け
料
理
新
刊
書
紹
介

◎
舞
ち
ゃ
ん
の
ひ
と
り
で
で
き
る
も

　
ん
　
　
　
　
　
　
N
H
K
出
版

　
テ
レ
ビ
で
人
気
の
子
ど
も
向
け
料

理
教
室
が
本
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
以
上
な
ら
だ
れ
で
も
、
楽

し
く
料
理
が
つ
く
れ
る
よ
う
、
イ
ラ

ス
ト
や
き
れ
い
な
写
真
で
、
て
い
ね

い
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
は
じ
め
て
の
ク
ッ
キ
ン
グ

○
お
か
し
で
き
ち
ゃ
っ
た

○
お
か
ず
で
き
ち
ゃ
っ
た

○
ご
ち
そ
う
で
き
ち
ゃ
っ
た

◎
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
お
は
な
し
り
ょ

　
う
り
き
ょ
う
し
つ

　
『
ふ
る
さ
と
の
味
』
を

　
　
　
お
分
け
し
ま
す

　
こ
の
た
び
、
ふ
る
さ
と
の
味
や
献

立
を
ま
と
め
た
『
ふ
る
さ
と
の
昧
（
2
4

ぺ
ー
ジ
編
成
）
』
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
七
〇
〇

　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

広
報
発
行
に

川
崎
保
一
（
厚
木
市
）
　
一
万
円

上
村
忠
男
（
横
浜
市
）
　
一
万
円

　
　
　
　
寺
村
輝
夫
　
あ
か
ね
書
房

　
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
た
く
さ
ん
使
っ

て
、
た
と
え
ば
「
食
パ
ン
　
は
ん
ぶ

ん
　
ミ
ル
ク
に
ひ
た
し
　
た
ま
ご
を

一
こ
ポ
ン
と
入
れ
」
と
い
う
よ
う
に

わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
ラ
ー
メ
ン

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
オ
ム
レ
ツ

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
ハ
ン
バ
ー
グ

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

○
こ
ま
っ
た
さ
ん
の
シ
チ
ュ
ー

　
そ
の
ほ
か
料
理
の
本
と
し
て

◎
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん

○
つ
る
つ
る
め
ん
り
ょ
う
り

○
パ
ン
パ
カ
パ
ン
り
ょ
う
り

○
じ
ゅ
ー
じ
ゅ
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

○
サ
ラ
ダ
ブ
ッ
ク

○
お
り
ょ
う
り
ブ
ッ
ク

円
（
送
料
別
）
で
お
分
け
し
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
教
幽
旦
安
員
会
社
会
教
育
係

魯
〇
二
五
七
ー
六
八
ー
二
一
六
七

　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
〃
　
小
わ
に
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
．
　
　
俳
壇

　
　
　
！
3
”
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
魔

筍
葉
の
紅
き
芽
吹
や
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
向
山

畦
塗
の
泥
と
び
ち
り
し
蕗
の
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
登
坂
伊
智
子

散
る
花
に
残
雪
も
あ
り
月
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

花
に
酔
い
人
混
み
に
酔
い
山
お
り
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

波
・
2
り
て
穂
麦
美
し
五
月
風

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

葉
桜
と
な
り
公
園
の
昼
静
か

　
　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
由
喜

水
打
っ
て
風
あ
た
ら
し
く
生
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

宮
覆
ふ
太
き
棒
の
芽
ぶ
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
星
名
春
子

種
選
み
今
日
よ
り
つ
づ
く
農
日
誌

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

雪
消
え
の
畑
の
若
菜
の
青
々
と

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

御
忌
の
寺
花
散
る
中
を
稚
児
の
列

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

借
景
の
日
毎
の
若
葉
深
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

水
仙
の
花
め
ぐ
ら
せ
る
花
壇
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

種
籾
を
蒔
く
親
子
は
無
口
遠
郭
公

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

芽
吹
き
た
る
柳
の
土
手
に
風
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

散
歩
道
ぼ
た
ん
咲
き
た
る
家
し
づ
か

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

ボ
ン
ボ
リ
の
店
の
名
う
つ
る
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

春
耕
に
蟻
は
大
き
な
虫
を
引
く

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

孫
達
の
夢
も
膨
ら
む
新
学
期

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

胡
蝶
蘭
舞
う
か
の
如
く
美
容
院

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

鼠
穴
仇
討
つ
ご
と
く
畦
を
塗
る

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

今
日
一
と
日
白
木
蓮
の
真
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

初
蛙
街
灯
ゆ
る
・
田
の
面
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

ぶ
な
芽
吹
き
万
作
咲
い
て
山
の
道

　
　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
　
　
幸

中
津
川
山
中
復
の
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
不
市
川
崎
保
一

花
冷
の
八
重
の
桜
の
三
分
咲

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
は
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
リ
ー
に
2
5
台
が
挑
戦

　
四
月
十
一
日
、
第
n
回
妻
有
郷
横

断
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
リ
ー
が
川
西
町

を
出
発
会
場
に
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
技
は
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

郡
市
内
六
十
キ
ロ
を
縦
断
し
、
途
中
、

何
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
ク

イ
ズ
を
解
き
、
い
か
に
減
点
が
少
な

い
か
を
競
う
も
の
で
す
。
当
日
は
、

家
族
連
れ
や
友
達
同
志
で
と
、
二
十

五
台
が
こ
れ
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

椎
の
芽
の
目
に
滲
む
ほ
ど
の
緑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
原
田
大
平
　
き
み
1

連
山
の
ぶ
な
の
芽
立
ち
の
み
ど
り
か
な
　
臥

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
　
博
史
　
●

懐
か
し
き
温
泉
宿
の
梅
だ
よ
り
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

日
を
あ
び
て
か
す
か
に
香
る
ち
ん
ち
ょ
を
げ

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
羽
鳥
美
穂

淡
き
日
の
中
の
一
輪
八
重
椿

　
　
　
　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

孫
抱
き
て
水
仙
を
愛
で
花
を
愛
で

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

雪
渡
る
風
の
冷
た
さ
不
動
尊

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

昧
噌
汁
の
蕗
の
香
匂
ふ
朝
餉
が
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

端
然
と
静
座
し
春
を
惜
し
み
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
　
桂
吉

う
ぐ
い
す
の
さ
い
ず
り
を
聞
き
新
学
期

　
　
　
　
仙
田
小
三
年
高
橋
　
　
隼

忠
霊
の
碑
に
葉
桜
の
影
濃
ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
和
人

痩
せ
畦
を
塗
れ
ば
土
と
ぶ
草
の
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

雪
解
く
る
カ
サ
リ
と
小
枝
跳
ね
上
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

さ
《
ず
り
の
折
々
飛
ん
で
窓
の
影

　
　
　
　
　
　
　
上
野
渡
辺
　
　
朝

四
五
本
の
土
手
蕨
と
て
と
び
く
に

　
　
　
　
　
　
千
手
長
野
　
キ
ミ

スタートの旗を合図に役場
前を出発する参加車



役
立
つ
て
い
る

皆
さ
ん
の

　
　
　
　
積
立
金

き地巡回診療車

4
愚
、
之
薗
遡

　
町
が
公
共
施
設
の
整
備
を
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
国
県
補
助
金
な
ど
を

活
用
す
る
ほ
か
、
応
分
の
町
負
担

（
一
般
財
源
）
を
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
般
財
源
だ
け
で

は
不
足
を
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

こ
の
不
足
を
補
う
手
段
と
し
て
、
地

方
債
（
借
金
）
を
起
こ
し
て
整
備
を

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
月
々
納
め
ら
れ
て
い
る

簡
易
生
命
保
険
の
保
険
料
は
、
町
が

借
り
受
け
る
地
方
債
の
中
で
、
簡
易

生
命
保
険
積
立
金
還
元
融
資
と
い
う

形
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
平
成
四
年
度
簡
易
保
険
積
立
金
還

　
元
融
資
施
設
は

　
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
川
西

　
（
国
民
健
康
保
険
診
療
所
施
設
）

畿蕪合潔犠欝甥趣
　　　　　（4．25高倉ブナの家）

麟
，

灘騰聾鍵蜷舳鐸隔義芳

羅灘鰯盤灘饗暴
　灘騒灘灘麗麟鰻翻蕪謙
　　　　　　　　　　　　　　　杁審
　　　　　　　嚢、灘鐸　・，　　25
　　　　　　　　　　　　　　　）

診療所（左）と老人ディサービスセンター

・
フ
ア
ミ
ー
ル
川
西

（
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

・
臼
倉
運
動
場

・
へ
き
地
巡
回
診
療
車

で
、
四
億
九
、
二
四
〇
万
円
に
も

お
よ
び
ま
す
。

　
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所
が

　
十
周
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

機
　
　
能
　
　
変
　
　
更

　
渠
で
は
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
社

会
づ
く
O
を
一
層
進
め
る
た
め
、
民

生
部
の
経
織
を
改
正
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
蓬
、
従
来
の
『
禦
福
祉
事

務
所
（
欝
か
所
議
が
鏑
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
』
に
機
能
変
更
さ
れ
ま
じ
た
。

　
ま
た
、
六
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
は
、
児
童
、
身
体
障
害
者
、
精

神
薄
弱
者
の
た
め
の
専
門
的
な
相
談

や
指
導
を
す
る
各
相
談
所
が
併
設
さ

れ
ま
し
た
．

『

　
銀
行
に
せ
っ
せ
と
預
金
を
し
て
使

わ
な
け
れ
ば
、
利
息
が
ど
ん
ど
ん
た

ま
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
毎
日
た

く
さ
ん
食
べ
て
体
を
動
か
さ
な
い
で

い
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
太
っ
て
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、

運
動
不
足
こ
そ
が
肥
満
の
原
因
な
の

で
す
。

　
”
太
る
“
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
？
　
単
に
体
重
が
増
え
た
だ

け
で
は
太
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

”
太
る
・
と
は
、
体
の
脂
肪
細
胞
の

中
に
中
性
脂
肪
が
異
常
に
取
り
込
ま

れ
た
状
態
を
言
い
ま
す
か
ら
、
体
重

が
増
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
体
を
つ

ま
む
と
脂
肪
組
織
が
ぶ
よ
ぶ
よ
し
た

感
じ
で
つ
ま
め
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
運
動
選
手
な
ど
は
た
く
さ
ん
食

べ
て
体
重
も
重
い
で
す
。
し
か
し
、

決
し
て
ぶ
よ
ぶ
よ
と
太
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
筋
肉
や
骨
が
丈
夫

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
脂
肪
と
い
う
と
、
い
か
に
も
邪
魔

者
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
実
は
と

て
も
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

体
温
を
一
定
に
保
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

萄
』

を
蓄
え
、
あ
る
い
は
お
腹
の
中
で
胃

や
腸
が
動
き
回
ら
な
い
よ
う
の
座
布

団
の
役
割
も
し
て
い
ま
す
。

つ
韓
縛
罐
藷
慧
㈹

ど
　
　
　
　
を
　
　
す
る
と
い
う
　

人
間
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
必
囎

　
な
　
　
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
で
す
　

舞
駿
講
藪
號
騒

で
は
あ
る
も
の
の
・
役
割
が
多
刻
鰹

る
た
め
に
、
様
々
な
成
人
病
の
原
因
螺

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
、
心
臓

病
、
糖
尿
病
や
脂
肪
肝
、
体
重
が
重

す
ぎ
る
た
め
に
腰
痛
や
膝
痛
を
訴
え

る
方
も
い
ま
す
。

　
住
民
健
診
で
も
約
二
割
の
方
が
肥

満
で
、
治
療
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
脂
肪
は
薬
で

は
減
り
ま
せ
ん
。
サ
ウ
ナ
な
ど
で
汗

を
た
く
さ
ん
か
い
た
か
ら
減
る
も
の

で
も
な
く
、
運
動
を
し
て
脂
肪
を
燃

や
し
て
や
る
し
か
な
い
の
で
す
。
少

し
汗
ば
む
く
ら
い
の
運
動
を
十
～
十

五
分
休
ま
ず
続
け
た
こ
ろ
か
ら
、
脂

肪
は
燃
料
と
し
て
燃
え
出
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
お
金
を
使
う
の
は
得

意
で
す
。
で
も
、
脂
肪
を
使
う
こ
と

と
な
る
と
少
し
苦
手
の
よ
う
で
す
。

脂
肪
の
預
け
入
れ
を
減
ら
し
て
、
一

生
懸
命
使
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

⑪5．5．10



押
木
日
向
毒
論
二
女
元

星
名
藤
古
旦
男
二
女
霜

　
　
　
　
　
千
寿
子

　
　
　
ひ
で
や
　
勝

若
井
秀
也
　
　
　
　
二
男
根

　
　
　
　
　
真
理
子

　
昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

村
越
　
重
次
52
（
本
　
人
）
野

糊
或
畿
製
『

ザ
　
き
葛
§
　
窄
§

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
だ
い
ち
正
行

登
坂
大
地
敏
芳
長
男
岩
瀬

小
林
郵
謬
？
男
山
野
田

　
　
ひ
な
，
』

　　　　　　　　　樹百も染　 『　　口’　　深　条　町　苗　瀬　　　マ
（例年にない満開の桜に、

耀懐競警籏鍵曇（莉・徹た暑漿寿暑鰯
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